
近
世
初
期
、
沖
積
低
地
村
落
の
景
観
と
耕
地
拡
大

―
紀
州
海
士
郡
木
ノ
本
村
の
場
合
―

藤　

本　

清
二
郎

は
じ
め
に

現
和
歌
山
市
木
ノ
本
地
区
は
、
紀
ノ
川
河
口
近
い
北
岸
の
、
同
川
流
域
か
ら
少
し
西
に
離
れ
た
地
域
に
存
在
す
る
が（
第
1
図
）、
近

世
紀
伊
国
海
士
郡
木
ノ
本
村
は
こ
の
地
に
該
当
す
る
。
こ
の
地
は
か
つ
て
縄
文
期
に
は
二
里
ヶ
浜
の
砂
洲
で
囲
ま
れ
た
紀
の
川
河
口
の

「
紀
伊
湾
」
内
に
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
海
岸
線
が
後
退
し
て
陸
地
化
し
た
。
奈
良
・
平
安
期
、
紀
ノ
川
は
平
井
津
・「
紀
伊
湊
」
を
経

て
、
和
歌
浦
湾
に
注
ぐ
と
い
う
流
路（
現
和
歌
川
）で
あ
り
、
木
ノ
本
地
区
は
砂
洲
の
後
背
湿
地
で
あ
っ
た（

（
（

。
戦
国
期
、
紀
ノ
川
の
流
路

（
本
流
）は
梶
取
・
狐
島
か
ら
離
れ
た
が
、
当
地
区
は
お
お
む
ね
後
背
湿
地
の
状
態
が
続
い
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り

木
ノ
本
村
の
耕
地
開
発
の
条
件
も
変
化
し
て
き
た
が
、
ま
ず
八
〜
九
世
紀
に
は
木
本
郷
に
南
都
の
大
安
寺
の
墾
田
が
開
発
さ
れ
た
。
し

か
し
そ
の
後
は
中
絶
し
、
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
期
に
東
大
寺
を
本
家
と
す
る
大
和
国
崇
敬
寺
領
の
木
本
荘
が
成
立
し
た（

（
（

。

西
ノ
庄
・
木
ノ
本
地
区
内
に
条
里
の
痕
跡
が
残
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
紀
ノ
川
北
岸
に
は
南
海
道
が
通
り
、
紀
ノ
川
河
口
部
北
岸
隣
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接
地
域
は
大
和
の
中
央
政
治
勢
力
に
よ
っ

て
古
代
・
中
世
に
荘
園
開
発
が
な
さ
れ
た

歴
史
を
持
つ
地
域
で
あ
っ
た
。

降
っ
て
近
世
に
は
、
和
歌
山
城
・
城
下

町
の
形
成
に
よ
り
、
紀
の
川
河
口
地
域
の

中
心
が
紀
ノ
川
河
口
部
南
岸
に
移
り
、
北

岸
は
近
郊
農
村
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
徳
川
政
権
下
浅
野
氏
に
よ
る

紀
伊
国
領
内
一
斉
検
地
が
慶
長
六
年（
一

六
〇
一
）に
実
施
さ
れ
、
村
高
二
三
五
六

石
余
の
「
木
本
庄
木
本
村
」
が
確
立
し
た
。

ち
な
み
に
元
の
木
本
庄
の
西
部
は「
賀
太
庄

西
庄
村
」（
一
一
七
六
石
余
）と
し
て
定
立

し
た（

（
（

。
ま
た
、
こ
の
木
ノ
本
村（
右
「
木

本
村
」、
以
下
「
木
ノ
本
村
」）の
内
に
含

ま
れ
て
い
た
榎
原
村
・
小
屋
村
集
落
が

「
寛
永
年
中
」（
一
六
二
四
〜
四
四
）に
は

木
ノ
本
村
か
ら
「
分
村
」
し
た（『
紀
伊
続

風
土
記
』
巻
二
三
、
臨
川
書
店
復
刻
版
を

第1図　近代木ノ本村の周辺地形図

明治19年（1886）「参謀本部陸軍部測量局作成
二万分一仮製地形図」（柏書房『明治前期関西
地誌図集成』収録）より複製作成。一部加工。
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使
用
）。
す
な
わ
ち
高
分
け
が
な
さ
れ
、
榎
原
村
・
小
屋
村
は
村
高
を
持
つ
村
と
し
て
独
立
し
た
。

近
世
期
の
木
ノ
本
村
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
村
落
構
造
や
商
業
的
農
業
、
さ
ら
に
維
新
期
・
明
治
前
期
の
地
主
制
の
展
開
に
つ
い

て
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
、
木
ノ
本
村
の
領
域
、
同
村
の
土
地
構
成
の
分
析
等
、
全
体
を
議
論
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
分

析
は
充
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
村
の
領
域
が
広
い
上
、
検
地
帳
・
人
別
帳
と
い
う
基
本
史
料
の
不
足
な
ど
の
た
め
、
正
面

か
ら
の
村
落
分
析
が
避
け
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
本
稿
で
は
木
ノ
本
村
と
い
う
近
世
村
落
の
推
移
の
全
体
を
見
通
す
た
め
、
基
礎
作
業
と

し
て
ま
ず
近
世
初
期
に
お
け
る
同
村
領
の
確
定
、
景
観
の
復
元（
歴
史
経
過
を
含
む
）を
行
う（

（
（

。

な
お
、
本
稿
表
題
の
「
低
地
」
と
は
、
木
ノ
本
村
領
内
の
集
落
が
山
麓
堆
積
地（
扇
状
地
）に
あ
り
、
耕
地
が
古
く
は（
原
始
）海
浜
地

で
あ
り
、
そ
の
後
砂
洲
後
背
湿
地
と
な
り
、
山
麓
と
の
中
間
地
帯
に
氾
濫
平
野
・
微
高
地
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
村
の
領
域
全
体
の

特
質
を
表
す
用
語
と
し
て
「
低
地
」
を
用
い
た（

（
（

。

分
析
対
象
の
史
料
と
研
究
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
述
べ
る
。

一
　
史
料
と
方
法

和
歌
山
市
木
ノ
本
の
高
橋
家
及
び
木
ノ
本
区
有
文
書
は
現
在
、
和
歌
山
県
立
文
書
館（
以
下
「
文
書
館
」
と
略
記
）と
和
歌
山
大
学
紀

州
経
済
史
文
化
史
研
究
所（
以
下
「
紀
州
研
」
と
略
称
す
る
）に
保
管
・
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

本
稿
で
は
、
文
書
館
寄
託
史
料
の
内
、
延
享
元
年（
一
七
四
四
）〔
検
地
帳
〕（
二
九
八
番
文
書
、
以
下
「
文
二
九
八
」
と
略
記
）・（
登

録
時
）年
不
詳
〔
検
地
帳
〕（
文
三
〇
一
）と
、
紀
州
研
所
蔵
「
高
橋
家
資
料
」
の
内
、
明
治
七
年（
一
八
七
四
） 「
第
二
大
区
三
小
区
木
ノ

本
村
榎
原
村
古
屋
村
三
ヶ
村
全
耕
地
図
面
」（
配
架
番
号
Ａ
三
一
三
、
以
下
「
紀
Ａ
三
一
三
」）を
主
た
る
分
析
対
象
と
す
る
。

ま
ず
〔
検
地
帳
〕
と
「
耕
地
図
面
」
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
お
く
。
文
書
館
保
管
の
〔
検
地
帳
〕
は
二
分
冊
と
な
っ
て
い
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る
。
後
編（
文
二
九
八
）の
末
に
「
延
享
元
年
子
十
一
月
」
と
作
成
年
時
が
記
さ
れ
、「
木
本
村
庄
屋
源
太
郎
、
同
村
肝
煎
源
助
、
同
源
四

郎
、
同
市
郎
右
衛
門
、
五
人
組
頭
利
兵
衛
、（
以
下
「
五
人
組
頭
」
略
）、
大
庄
や
高
橋
十
太
夫（
中
略
）貴
志
市
左
衛
門
」
と
い
う
合
計

四
五
人
の
署
名
が
あ
る
。
こ
の
後
編
に
は
、
地
番
九
二
一
か
ら
一
七
八
一
番
ま
で
の
筆
に
つ
い
て
の
小
字
・
面
積
・
石
高
・
所
持
者
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
前
編（
文
三
〇
一
）に
つ
い
て
は
、
地
番
一
か
ら
九
二
〇
番
ま
で
の
筆
に
つ
い
て
の
記
載
が
確
認
さ
れ
る
が
、
文
書
目
録
登
載

時
に
は
後
編
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
年
代
の
手
が
か
り
が
な
く
年
不
詳
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
地
番
が
続
い
て
い
る
こ

と
、
筆
跡
・
様
式
が
同
一
で
あ
り
、
間
違
い
な
く
二
冊
は
二
分
冊
の
前
編
・
後
編
で
あ
る（
（1
（

。
こ
の
両
冊
を
延
享
検
地
帳
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
両
冊
子
と
も
に
、
厚
め
の
外
表
紙
は
前
・
後
と
も
欠
脱
し
て
い
る
が
、
永
年
の
使
用
に
よ
り
損
耗
し
、
外
表
紙
が
滅
失
し
た
と

み
ら
れ
る
。
子
細
に
見
る
と
綴
じ
紐
部
分
に
外
表
紙
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
一
七
世
紀
前
半
期
に
木
ノ
本
村
の
内
か
ら
榎
原
村
・
小
屋
村
が
分
村
し
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
慶
長
検
地
帳
の
木
ノ
本
村

高
は
二
三
五
六
石
余
で
、
こ
の
内
か
ら
両
村
民
所
持
高
が
引
き
去
ら
れ
た
が
、
一
九
世
紀
初
め
頃
に
は
木
ノ
本
村
一
四
九
一
石
余
、
榎

木
原
村
五
六
五
石
余
、
古
屋
村
三
七
五
石
余
、
合
計
二
三
四
一
石
余
で
あ
っ
た（『
紀
伊
続
風
土
記
』
同
前
）。
延
享
検
地
帳
の
末
尾
に
は

一
四
八
六
石
三
二
六
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
高
は
分
村
独
立
し
た
二
か
村
の
村
民
が
所
持
す
る
高
を
慶
長
検
地
帳
の
高
か
ら
引
き

去
っ
た
残
り
の
高
に
該
当
す
る
。

二
か
村
が
分
村
さ
れ
た
以
降
は
慶
長
検
地
帳
の
榎
原
村
・
小
屋
村
村
民
が
所
持
す
る
筆
記
載（
字
・
高
・
畝
・
所
持
者
名
）に
は
白
い

紙
が
上
に
貼
付
さ
れ
る
か
、
付
箋
で
該
当
箇
所
が
明
示
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
一
定
時
間
後
に
は（
二
ヶ
村
分
を
除
い
た
）清
帳

が
作
成
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
、
元
禄
一
〇
年（
一
六
九
七
）に
は
紀
伊
徳
川
家
領
内
で
一
斉
に
「
検
地
帳
写
」
の
作
成
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
時
に
地
番
を
付

し
た
検
地
帳
が
新
た
に
交
付
さ
れ
た（
（（
（

。
新
帳
で
は
人
名
欄
の
上
段
に
慶
長
六
年
段
階
の
所
持
者
名
が
、
下
段
に
元
禄
一
〇
年
段
階
の
所
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持
者
名
が
記
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
五
〇
年
が
経
っ
た
延
享
元
年（
一
七
四
四
）に
、
地
番
や
両
年
度
人
名
な
ど
の
記
載
は
変
更
さ
れ
ず

に
「
検
地
帳
写
」
が
新
調
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
残
さ
れ
て
い
る
延
享
検
地
帳
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
延
享
検
地
帳
の
一
筆
ご
と
の
小
字
名
・
地
種
・
面
積
・
高
・
上
段
の
名
請
人
名
は
慶
長
検
地
時
の
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
近
世
初
期（
一
七
世
紀
初
め
）あ
る
い
は
さ
ら
に
遡
っ
て
戦
国
期
、
一
六
世
紀
頃
の
同
村
の
景
観
等
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
二
分
冊
の
延
享
検
地
帳
を
、
か
つ
て
の
所
蔵
者
で
あ
り
、
郷
土
史
研
究
者
で
も
あ
っ
た
高
橋
進
氏
は
全
て
の
内
容
を
筆
耕
し
て

い
る
。
筆
耕
原
稿（
（1
（

は
厚
紙
の
表
紙
を
つ
け
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
数
値
は
全
て
算
用
数
字
横
書
き
で
あ
る
。
同
氏
は
土
地
所
持
者
記
載（
上

下
二
段
）に
つ
い
て
は
、
上
段
を
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）年
時
の
名
前
で
あ
り
、
下
段
は
冊
子
の
作
成
さ
れ
た
延
享
元
年（
一
七
四
四
）の

人
名
と
し
て
い
る
。
し
か
し
庄
屋
・
肝
煎
・
五
人
組
頭
二
一
名
の
名
は
明
ら
か
に
延
享
元
年
の
署
名
者
で
あ
る
が
、
そ
の
名
は
検
地
帳

下
段
の
居
屋
敷
所
持
者（
一
〇
五
名
）と
し
て
名
前
が
見
え
な
い
場
合
が
一
〇
例
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
下
段
の
名
前
は
延
享
元
年
段
階

で
は
な
く
、
元
禄
一
〇
年
段
階
の
人
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
家
長
名
は
襲
名
さ
れ
る
た
め
、
約
五
〇
年
後
も
同
一
人
名
と
な
る
場

合
も
あ
る
が
、
庄
屋
家
・
肝
煎
家
・
五
人
組
頭
家
の
交
替
が
あ
り
、
約
半
数
が
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
空
間
分
析
を
行
う
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
明
治
七
年（
一
八
七
四
） 「
紀
伊
国
名
草
郡
木
ノ
本
村
幷
榎
原
村

小
屋
村
三
ヶ
村
耕
地
全
図
」

（
前
出
紀
Ａ
三
一
三
、
内
題
）に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
同
図
は
紀
州
研
所
蔵
高
橋
家
資
料
に
ふ
く
ま
れ
、
青
焼
き
湿
式
感
光
紙
に

印
画
さ
れ
、
複
数
枚
を
貼
り
合
わ
せ
た
約
二
ｍ
四
方
大
の
も
の
で
あ
る
。
図（
北
が
上
）の
右
上
に
は
、

　

海
部
郡
小
屋
村
所
有

　
　
　

緒
言

　

此
地
図
ハ
三
ヶ
村
入
交
ニ
付
、
毎
地
ニ
左
ノ
如
ク
村
頭
文
字
ヲ
認
入
、
諸
官
ニ
供
ス
、

　
　
　
　
　

木　
　

木
本
村
、　 

小　
　

小
屋
村
、　 

エ　
　

榎
原
村　

 　
　
（
村
名
は
並
列
記
載
）
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右
図
面
参
枚
調
整
シ
、
壱
枚
ツ
ヽ
各
村
ニ
配
布
シ
タ
リ
、

と
記
さ
れ
、
続
い
て
田
・
畑
・
宅
地
・
道
路
等
の
種
別
の
色
分
け
表
示
の
凡
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
画
工
畠
山
玄
龍
の
記
名
が
あ
り
、

小
屋
村
副
戸
長
二
名
・
榎
原
村
副
戸
長
二
名
、
木
本
村
副
戸
長
三
名
、
小
屋
村
戸
長
、
榎
原
村
木
本
村
戸
長
が
署
名
押
印
し
て
い
る
。

こ
の
記
載
の
最
末
に
「
明
治
七
年
第
九
月
」
と
年
紀
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
近
世
初
期
は
一
か
村
で
あ
っ
た
が
二
ヶ
村
が
分
村
し
、
土
地
所
持
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
租
改
正
事
業
を

よ
り
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
三
ヶ
村
が
共
同
し
て
図
面
の
区
画
ご
と
に
所
有
者
の
区
別
を
明
示
し
た
。
な
お
、
近
世
初
期
の
分
村
は
土

地
の
村
区
分
を
確
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
土
地
の
所
持
者
の
帰
属
は
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
、
例
え
ば
「
木
」
と
記
さ
れ
た
土
地
で
も

小
屋
村
村
民
が
所
持
者
で
あ
る
場
合
、
ま
た
逆
の
場
合
も
あ
る
。
木
ノ
本
村
で
は
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）に
名
寄
帳
が
作
成（
新
調
）さ

れ
て
い
る
が
、
五
分
冊
の
一
冊
は
「
入
作
名
寄
帳
」（
文
三
〇
〇
）で
、
木
ノ
本
村
の
内
四
一
一
筆（
二
九
九
石
余
）が
周
辺
村
か
ら
の
入

作
と
な
っ
て
い
る
。
分
村
後
、
土
地
の
村
帰
属
と
入
作
者
の
存
在
は
別
問
題
で
あ
り
、
こ
の
絵
図
で
は
前
者
の
区
別
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
絵
図
に
記
さ
れ
た
木
ノ
本
村
に
帰
属
す
る
土
地（
村
領
地
）は
全
て
延
享
検
地
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て（
逆
に
）延

享
検
地
帳
登
録
の
耕
地
が（
地
番
を
手
が
か
り
と
し
て
）地
図
上
の
何
れ
に
存
在
す
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
検
地
帳
の

小
字
を
地
図
上
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
土
地
は
二
五
〇
年
近
い
間
に
譲
渡
や
売
買
、
相
続
に
よ
り
所
持
者
が
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
、
証
文
に
転
記
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
石
高
の
場
合
、
小
字
名
や
地
番
が
入
れ
替
わ
り
錯
綜
す
る
場
合
も
あ
る
。
合
筆
・
分
筆
が
な
さ
れ
て
も
石
高
は
年
貢
負
担
に
直
結

す
る
か
ら
蔑
ろ
に
は
で
き
な
い
が
、
地
番
や
小
字
に
つ
い
て
は
正
確
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
な
い
恐
れ
も
あ
る
。
検
地
帳
の
各
筆
に
記
さ

れ
た
小
字
は
多
く
の
場
合
複
数
回
登
場
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
ほ
ぼ
隣
接
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、（
地
番
に
従
え
ば
）あ
る
小
字
が

離
れ
た
場
所
に
見
出
さ
れ
る
場
合
は
、
何
ら
か
の
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
あ
る
筆
に
記
さ
れ
た
小

字
の
場
所
認
定
は
保
留
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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ま
た
近
世
を
通
じ
て
耕
地
は
分
筆
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
地
番
の
異
な
る
分
筆
化
さ
れ
た
複
数
の
耕
地
片
を
あ
る
一
人
が

所
持
し
、
土
地
区
画
を
一
括
し
て
利
用
し
、
さ
ら
に
譲
渡
・
売
買
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
結
果
、
明
治
七
年
の
耕
地
境
界
線
内
に
複

数
の
地
番
片
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
図
一
区
画
内
に
地
番
が
列
挙
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
上
の
合
筆
状
況
で
、
小
字
識

別
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
周
辺
の
小
字
と
地
種
把
握
が
可
能
な
場
合
は
こ
れ
を
援
用
し
て
小
字
お
よ
び
田
畑
区
別
の
判
断
を
行
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
図
は
明
治
七
年
に
作
成
さ
れ
、
当
時
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
小
字
の
分
布
や
田
・
畑
の
地

種
は（
多
く
の
場
合
）慶
長
検
地
時
の
事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
村
落
景
観
上
重
要
な
寺
社
や
池
等
の
水
利
施

設
、
山
林
や
海
岸
線
の
形
状
、
田
畑
の
分
筆
境
界
線
等
は
明
治
七
年
段
階
の
、
変
化
し
た
結
果
の
形
状
を
示
し
て
い
る
。
海
浜
や
山
間

の
耕
地
開
発
の
最
前
線
も
明
治
七
年
段
階
の
状
況
を
示
し
て
い
る
が
、
逆
に
、
す
で
に
消
滅
し
た
慶
長
検
地
時
の
耕
地
は
描
か
れ
な
い
。

そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
は
な
い（
類
推
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
）。

な
お
、
元
禄
一
〇
年
の
検
地
帳
写
し
に
は
そ
れ
ま
で
一
七
世
紀
中
の
開
発
成
果
は
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
直
後
の
元
禄
末
期
、
宝
永

年
間
の
検
地
で
追
加
登
録
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
一
方
、
一
七
世
紀
の
間
に
耕
作
地
の
荒
廃
化
が
生
じ
て
い
る
が
、
荒
廃
状
況
は

そ
の
も
の
と
し
て
書
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
元
禄
期
の
慶
長
検
地
帳
写
し
で
は
高
の
変
更（
拡
大
）を
求
め
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
海
浜
部
や
山
間
部
に
新
開
地
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
慶
長
検
地
時
の
状
況
と
理
解
さ
れ
る
。

二
　
小
字
の
分
布
と
村
落
景
観

（
1
）小
字
の
復
元

第
1
表
は
延
享
検
地
帳
に
登
場
す
る
九
九
の
小
字
を
一
覧
に
し
、
Ａ
〜
Ｅ
地
区
に
分
け
、
面
積
・
筆
数
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

筆
数
の
多
さ
は
あ
る
程
度
面
積
の
大
き
さ
、
広
さ
に
通
じ
る
と
理
解
さ
れ
る
が
、
筆
数
が
二
〇
筆
以
上
の
小
字
が
三
三（
内
三
〇
筆
以
上
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地区番号 小字名 田　 畑 合計 筆数

Ａ

1 宮ノ前 208 4 213 37
2 北山田 196 6 202 21
3 山田 39 2 41 10
4 かちかいと山ノすそ 0 21 21 13
5 ひろはたけ 23 6 29 7
6 堀端 13 0 13 3
7 鍛冶垣内 0 380 380 87
8 村之内 0 118 118 50
9 東ノ口 167 9 176 39
10 山はた（畑） 0 31 31 7
11 別所口 2 32 34 7
12 別所畠 26 99 127 25
13 おくノ別所 8 0 8 2
14 西ノ垣内 0 52 52 13
15 苗代 21 0 21 6
16 鳥（居）ノまへ 0 35 35 8
17 西ノ口 185 0 185 21
18 前田 263 0 263 47
19 見台口 22 1 23 5
20 中ノ坪 68 0 68 14
21 内尺 234 0 234 24
22 つく田 1 97 98 14
23 小塚 218 2 221 20
24 西横田 88 0 88 8
25 東よこ田 215 13 228 25
26 正こ 133 4 138 17
27 岩目 155 88 241 44
小計 2285 1000 3288 574

Ｂ

28 天神ノ前 47 7 54 19
29 天神橋 11 0 11 1
30 とのとひ 61 0 62 6
31 くにか坪 51 4 55 12
32 安楽谷 17 3 21 10
33 安楽山ノ口 0 8 8 3
34 清水 129 2 131 29
35 森塚 105 24 129 29
36 かた山 0 50 50 14
37 しゃかのこし 2 19 21 6
38 金山 80 0 80 9
39 川はた 26 0 26 5
40 谷川橋 22 0 22 4
41 岩口 276 29 208 43
42 （岩口）苗代 6 0 6 2
43 よそかいと 0 50 50 11
44 せんたのき 31 0 31 7
45 ミそた 6 0 6 2
46 なむらた 12 0 12 2
47 成福寺垣内 2 45 48 7
48 仁王前 13 30 43 9
49 三（参）道前 0 49 49 10
50 土ノ上 0 101 101 26
51 石橋 108 42 150 23
52 大案寺垣内 1 26 27 6
53 室かいと 6 56 63 9
54 ことのき 114 0 114 22
55 室ノ前 182 17 200 27

地区 番号 小字名 田　 畑 合計 筆数

Ｂ

56 中え（江）田 75 64 140 31
57 けなし 15 14 29 8
58 松本 134 11 146 17
59 うつわ（渦輪） 334 0 334 44
60 小橋 51 21 72 11
61 小嶋田 10 13 23 6
62 狐塚 141 0 141 16
63 え（江）田 186 91 277 47
64 西さけ 0 33 33 5
65 沖城 0 200 200 30
66 前嶋 79 121 200 52
67 すな 24 11 36 4
68 しんきやうめん（心経免） 16 2 19 4
69 角折 49 14 64 9
70 塚屋 0 45 45 7
71 地蔵免 0 39 39 4
72 うちへ（内江） 55 43 99 20
73 横堤 0 42 42 6
小計 2477 1326 3717 674

Ｃ

74 辻堂 18 40 58 11
75 金善堀 167 165 332 62
76 高田 16 152 169 23
77 牛飼免 63 0 63 7
78 梅木 73 24 97 22
79 西小松 136 0 136 13
80 畑尻 169 9 178 33
81 しゃつか（蛇塚） （18歩） 1 2 2
82 蓮池 41 0 41 10
83 松ノ和田 74 0 74 8
84 うるす（渦洲） 79 0 79 7
小計 836 391 1229 198

Ｄ

85 辻道 6 21 27 5
86 榎原田 2 130 133 21
87 広瀬 84 91 175 19
88 北内座（なぎさ） 79 52 131 21
89 くたか坪 4 49 53 10
90 長田 0 17 17 2
91 しを（塩）田 71 125 197 38
92 半田 83 10 93 13
93 大橋 60 0 60 7
94 東なかミ田 84 0 84 6
95 大こも 97 0 97 10
96 樋口 31 38 69 8
97 西蟹田 335 0 335 42
98 蟹田 148 0 148 16
小計 1084 533 1619 218

Ｅ 99 小屋ひらき 34 0 34 7
合計 13398 6500 19740 3335
居屋敷 248 0 248 105
総計 6964 3250 10135 1776

「延享元年検地帳」より作成
小字の田・畑いずれかの面積が全体の9割以上の場合太字で
表示した。
地区ごとの一筆の平均は、A：5.7畝、B：5.5畝、C：6.2畝、
D：7.4畝、E：7畝

第1表　木ノ本村の小字・種別面積一覧表
単位畝（歩切捨）
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が
一
五
）、
一
〇
筆
以
上
〜
二
〇
筆
未
満
が
二
三
、
一
〇
筆
未
満
の

小
字
が
四
三
で
あ
り
、
狭
い
範
囲
の
小
字
が
四
割
以
上
と
多
く
、

筆
数
が
多
く
広
い
範
囲
の
小
字
が
三
分
の
一
を
占
め
る
。
前
者
は

近
世
初
期
以
前（
古
代
・
中
世
）の
地
形
や
旧
利
用
形
態
、
施
設
等

を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
小
さ
な
小
字
名
で
あ
る
鳥
居
や

辻
堂
な
ど
の
景
物
、
点
的
な
施
設
の
存
在
を
示
す
と
い
う
対
照
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

表
中
Ａ
〜
Ｅ
の
区
分
は
、
木
ノ
本
村
の
領
地
を
地
理
的
条
件（
東

西
南
北
、
山
側
・
海
側
）や
田
畑
の
構
成
比
な
ど
の
諸
要
素
を
視
野

に
入
れ
、
第
2
図
の
よ
う
に
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

五
ブ
ロ
ッ
ク
を
比
較
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

一
筆
の
耕
地
の
大
き
さ
は
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
順
に
大
き
く
な
る
。

こ
と
に
Ｂ
Ａ
地
区
で
は
よ
り
古
く
か
ら
人
々
の
諸
種
の
土
地
利
用
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
目
的
に
応
じ
て
土
地
一
筆
は
細
分
化
さ
れ
、
一

筆
の
面
積
が
小
さ
く
な
る
傾
向
が
生
ず
る
と
理
解
さ
れ
る
。
Ｃ
地
区
に
は
隣
接
他
村
民
所
持
と
な
っ
た
同
一
小
字
が
か
な
り
多
数
存
在

す
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
数
値
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
地
区
で
は
む
し
ろ
他
村
民（
榎
原
村
）所
持
地
の
方
が
大
き

く
、
一
筆
の
面
積
は
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
地
区
は（
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
か
の
よ
う
な
）一
部
し
か
判
明
し
な
い
が
、
用
益
度
が

低
く
一
筆
の
面
積
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
Ｂ
Ａ
地
区
と
Ｃ
Ｄ
Ｅ
地
区
の
耕
地
一
筆
の
大
き
さ
の
違
い
が
あ
り
、
後
者
の
方

が
相
対
的
に
大
き
か
っ
た
。

田
畑
の
面
積
比
は
お
お
む
ね
二
対
一
で
、
地
区
ご
と
の
数
字
上
の
差
は
顕
著
で
な
い
が
、
質
的
な
差
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ

明治7年（1874）「第三大区三小区木ノ本村榎原村
古屋村耕地図面（複写）」（紀 825）を基図とし、小
字図を作成の上、A〜E区画線を記入し作成。

第2図　近世木ノ本村地域区分図
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の
点
に
つ
い
て
は
後
に
具
体
的
な
検
討
を
行
う
。

第
3
図
は
地
番
を
手
が
か
り
に
小
字
の
位
置
と
大
凡
の
範
囲（
推
定
を
含
む
）を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
木
ノ
本
村
全
体
の
小
字
図
で

あ
る
が
、
は
じ
め
に
で
紹
介
し
た
慶
長
検
地
帳
の
内
容
を
反
映
す
る
、
延
享
の
検
地
帳
に
記
さ
れ
た
地
番
を
手
が
か
り
に
、
小
字
名
を

明
治
七
年
の
耕
地
図
面
に
書
き
込
ん
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
字
名
は
そ
の
性
質
か
ら
以
下
の
よ
う
に
大
別
さ
れ
る
。
①
か
つ
て
の
自
然
地
形
に
規
定
さ
れ
た
、「
え
（
江
）田

」、「
う（
渦
輪
）

つ
わ
」、「
広
瀬
」、

「
前
嶋
」、
な
ど
。
②
社
会
的
な
勢
力
、
地
域
の
寺
社
に
関
し
て
成
立
し
た
も
の
。「
宮
ノ
前
」（
八
幡
社
）、「
天
神
ノ
前
」、「
成
福
寺
垣

内
」、「
大
安
寺
垣
内
」、「
三
（
参
）道
前
」、「
仁
王
前
」、「
地
蔵
免
」
な
ど
。
③
古
代
・
中
世
に
設
置
さ
れ
た
に
施
設
に
関
す
る
も
の
。「
金（釡
山
）山」

古
墳
・「
し
や
か
の
こ
し
」・「
森
塚
」、「
室
垣
内
」、「
横
堤
」
な
ど
。
④
集
落
に
関
す
る
も
の
。「
鍛
冶
垣
内
」・「
西
ノ
垣
内
」・「
東
ノ

口
」・「
西
ノ
口
」、「
見
台
口
」、「
村
之
内
」
等
。
⑤
農
業
経
営
、
開
発
に
関
す
る
も
の
。「
苗
代
」、「
つ（
佃
）

く
た
」、「
牛
飼
免
」、「
堀
端
」、

「
別
所
」、「
金
善
堀
」、「
樋
口
」、「
小
屋
ひ
ら
き
」
等
。
⑥
田
畑
の
形
状
等
の
名
称
。「
広
畑
」・「
横
田
」・「
高
田
」・「
半
田
」・「
前

田
」。
⑦
現
在
地
形
に
よ
る
も
の
。「
西
小
松
」・「
畑
尻
」・「
松
ノ
和
田
」
等
。

以
下
五
地
区
ご
と
に
地
区
の
特
徴
と
歴
史
に
つ
い
て
考
察
を
勧
め
る
。

（
2
）八
幡
社
と
集
落
空
間

一
一
世
紀
半
頃
以
降
に
木
本
荘
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
八
幡
社
の
勧
請
は
そ
の
頃
で
あ
り
、
山
麓
に
お
け
る
集
落
の
形
成
も
そ
の
頃

に
始
ま
る
と
見
ら
れ
る
。
一
一
、
一
二
世
紀
段
階
の
荘
民
の
集
落
形
態
は
不
詳
で
あ
る
が
一
七
世
紀
初
期
の
段
階
で
は
、
淡
島
街
道
沿

い
に
一
〇
五
筆
の
屋
敷
地（
検
地
帳
で
は
「
居
屋
敷
」
と
登
録
、
表
記
さ
れ
る
）が
存
在
し
、
一
見
街
村
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。「
集
落

空
間
」
は
東
西
約
六
〇
〇
ｍ
で
、
西
外
側
に
「
西
ノ
口
」、
東
外
側
に
「
東
ノ
口
」
と
い
う
地
名
が
存
在
し
、
集
落
と
し
て
ま
と
ま
っ
た

形
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
集
落
部
分
に
つ
い
て
詳
細
に
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。
第
3
図
下
部
の
囲
み
内
に
「
集
落
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第3図　近世木ノ本村の小字図

下部二重線囲み図は上図の集落空間（ケバ囲み）の詳細を示したもの。

明治7年（1874）「第三大区三小区木ノ本村榎原村古屋村耕地図面
（複写）」（紀 825）を基図とし、耕地区画から小字界を記入し作成。
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空
間
の
詳
細
図
」
を
掲
げ
た
。

こ
の
集
落
内
に
は
淡
島
街
道
沿
い
に
大
き
く
は
西
・
中
・
東
の
三
屋
敷
群
が
見
い
だ
せ
る
。
西
の
屋
敷
群
に
は
「
検
校
分
屋
敷
」（
七

畝
余
）が
あ
る
が
、「
検
校
」
は
荘
官
名
で
、
そ
の
屋
敷
地
は
八
幡
宮
の
麓
に
あ
り
、
荘
園
村
落
の
形
成
期
の
姿
を
示
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
西
の
屋
敷
群
の
東
端
に
本
誓
寺
が
あ
る
。
近
世
後
期
に
は
浄
土
宗
西
山
派
総
持
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
る
が（『
紀
伊
続
風
土

記
』
同
前
）、
中
世
に
遡
っ
た
当
初
の
状
況
は
不
詳
で
あ
る
。
本
誓
寺
の
東
は
畑
地（「
村
之
内
」）で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
屋
敷
群
に
は

近
世
初
期
一
四
筆
の
「
居
屋
敷
」（
屋
敷
地
）が
存
在
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
屋
敷
地
の
間
に
畑
地
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
北
か
ら
広
く
続
く
「
鍛
冶
垣
内
」
や
南
西
に
続
く
「
鳥
ノ
前
」
と
い
う
畑
地
の
中
に
屋
敷
地
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
こ

と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
屋
敷
群
は
「
初
期
の
屋
敷
群
」
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
そ
の
東
に
続
く
屋
敷
群
は
西
端
に
極
め
て
大
き
な
二
筆
の
屋
敷
地（
方
形（
（1
（

）が
あ
り
、
淡
島
街
道
沿
い
に
、
街
道
東
の
分
岐
地

点
辺
り
ま
で
稠
密
に
屋
敷
群
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
屋
敷
地
群
の
中
に
は
「
道
場
」
が
あ
り
、
近
世
に
な
り
、「
御
蔵
屋
敷
」（
藩
の
施

設
）が
置
か
れ
て
い
る
。「
道
場
」
は
後
に
西
報
寺
と
な
る
が
、
天
文
年
中（
一
五
三
二
〜
五
五
）刑
部
右
衛
門
開
基
で
、
鷺
ノ
森
御
坊
三

六
ヶ
寺
の
内（
後
に
は
浄
土
真
宗
東
派
本
願
寺
末
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
同
前
）と
あ
る
。
要
す
る
に
戦
国
期
の
雑
賀
一
向
勢
力
の
一
部
を

な
し
て
い
た
。
街
道
沿
い
周
辺
住
民
も
同
勢
力
下
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
中
地
区
の
屋
敷
群
は
戦
国
期
の
形
成
で
西
地

区
の
屋
敷
群
よ
り
は
遅
い
と
理
解
さ
れ
る
。

次
に
東
の
屋
敷
群
で
あ
る
が
、
街
道
か
ら
南
へ
の
分
岐
と
北
西
へ
の
分
岐
を
取
り
巻
く
屋
敷
群
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
も
う
一
つ
の
「
道

場
」
が
あ
り
、
後
に
西
勝
寺
と
称
す
る
が
、
浄
土
真
宗
西
派
本
願
寺
末
で
、
同
寺
の
永
正
一
四
年（
一
五
一
七
）の
実
如
裏
書
「
阿
弥
陀

ノ
影
像（
絵
像
）」
に
「
紀
州
海
部
ノ
木
本
之
荘
舟
津
道
場
」
と
あ
る
。
こ
の
時
期
に（
微
高
地
で
あ
る
）当
立
地
点
が
「
舟
津
」
と
呼
称

さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
絵
像
下
付
時
は
村
領
東
端（
第
3
図
右
端
）の
「
前
嶋
」「
谷
川
橋
」「
川
端
」
か
「
内
え
（
江
）」「

広
瀬
」
辺
り
に

存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
地
点
へ
の
移
動
は
一
六
世
紀
初
め
頃
よ
り
降
る
と
推
測
さ
れ
、
周
辺
屋
敷
群
の
形
成
も
中
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の
屋
敷
群
よ
り
遅
い
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
後
の
長
覚
寺
は
こ
の
地
に
は
未
だ
存
在
し
な
い
。
村
の
東
の
谷
川
村
に
あ
っ
た
が
、
谷
川

村
自
体
が
退
転
し
た
と
伝
え
、
移
転
し
た
と
推
測
さ
れ
る（『
紀
伊
続
風
土
記
』
同
前
）。
東
地
区
屋
敷
群
に
は
村
領
東
部
か
ら
の
移
住
が

含
ま
れ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

西
地
区
と
中
地
区
の
間
に
は
。
街
道
北
側
に
は
四
畝
二
四
歩（
一
筆
）の
畑
地（
小
字
「
村
之
内
」）が
あ
り
、
ま
た
街
道
南
側
の
並
ぶ
屋

敷
地
の
南
側
に
は
、
一
筆
が
四
畝
余
・
八
畝
余
の
か
な
り
大
き
な
畑
地（
い
ず
れ
も
「
村
之
内
」）が
五
筆
並
ん
で
い
る
。
有
力
な
荘
民
が

屋
敷
地
と
畑
地
を
セ
ッ
ト
で
保
有
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
中
地
区
と
東
地
区
の
間
に
も
畑
地
が
街
道
ノ
南
北
に
拡
が
る

が
、
筆
数
は
二
〇
数
筆
に
お
よ
び
、（
南
端
の
六
畝
余
一
筆
を
除
き
）一
畝
未
満
を
含
み
、
一
〜
三
畝
程
度
で
あ
り
、
相
対
的
に
小
さ
い
。

東
地
区
に
は
さ
ら
に
や
や
広
く
分
散
し
て
畑
地（「
村
之
内
」）が
存
在
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
集
村
化
す
る
傾
向
を
読
み
取
れ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
街
村
で
は
な
く
、
三
様
の
成
り
立
ち
を
異
に
す
る
屋
敷
群
が
立

ち
並
ん
だ
結
果
、
全
体
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
御
蔵
屋
敷
を
除
い
た
「
居
屋
敷
」
の
筆
数
は
一
〇
四
筆
で
あ
る
が
、
同
一
人
が
複
数
所
持
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
居

住
者（
所
持
者
）は
七
二
軒
で
あ
る
。
一
反
歩
以
上
所
持
者
が
二
軒
、
七
畝
〜
一
反
未
満
が
七
軒
、
五
畝
〜
七
畝
未
満
が
八
軒
、
一
畝
〜

三
畝
未
満
が
五
二
軒
、
一
畝
歩
未
満
が
三
軒
と
い
う
よ
う
な
分
布
で
あ
る
。
七
畝
以
上
の
大
き
な
屋
敷
地
を
持
つ
も
の
が
九
軒（
一
割
以

上
）で
、
屋
敷
地
の
階
層
差
も
大
き
か
っ
た
。
ま
た
七
割
以
上
が
五
畝
未
満
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
、
間
口
狭
小
で
階
層
差
が
比
較
的

僅
少
な
都
市
的
な
景
観
と
は
異
質
で
あ
る
。

集
落
空
間
の
北
側
に
は
畑
地（「
鍛
冶
垣
内
」）が
東
西
に
拡
が
り
、
南
側
に
は
「
前
田
」・「
横
田
」・「
岩
目
」
な
ど
の
田
地
が
す
で
に

室
町
期
か
戦
国
期
に
開
発
さ
れ
て
い
た
。
近
世
初
期
段
階
で
は
さ
ら
に
東
部（
Ｄ
地
区
）の
「
江
田
」・「
松
本
」
等
の
地
区
に
延
び
て
い

た
。
中
世
の
あ
る
段
階
で
、
集
落
と
耕
地
で
ま
と
ま
っ
た
村
落
世
界
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
集
落
世
界
は
八

幡
社
の
麓
、
街
道
沿
い
に
結
集
す
る
傾
向
が
進
行
し
て
い
た
。
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（
3
）天
神
社
・
沖
城
と
垣
内

「
宝
永
年
中
改
之
写　

野
合
通
ひ
道
定
帳
」（
紀
四
二
Ａ
）に
綴
り
込
ま
れ
た
天
明
二
年（
一
七
八
二
）三
月
「
控
写
し
」
の
「
田
地
あ

さ
名
幷
北
山
あ
さ
な
書
上
」（
以
下
「
あ
さ
な
書
上
」
と
略
）に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。

　

一
天
神
谷　

是
ハ
木
本
村
ゟ
子
丑
ニ
当
り
、
但
古
来
天
神
御
座
候
由
、
只
今
ハ
退
転
仕
候
、
又
ハ
此
谷
ニ
池
壱
ヶ
所
御
座
候
、

　

一
権
現
山　

是
ハ
木
本
村
ゟ
丑
ノ
方
ニ
当
、
峯
ニ
権
現
御
座
候
、

こ
の
記
事
か
ら
延
享
検
地
帳（
＝
慶
長
六
年
）に
見
え
る
「
天
神
ノ
前
」「
天
神
橋
」
の
根
拠
と
な
る
天
神
社
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
そ
の
所
在
地
は
不
詳
で
あ
る
が
、
天
神
谷
が
谷
奥
に
あ
る
と
し
て
も
、
天
神
社
は
人
里
に
近
い
所
に
勧
請
さ
れ
た
と
理
解
さ

れ
る
。
小
字
「
天
神
ノ
前
」
田
地
の
す
ぐ
後
ろ
の
山
の
中
腹
に
立
地
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
明
治
七
年
作
成
の
「
三
ヶ
村
耕
地
図
」
の
右
上
部（
北
）山
腹
に
小
さ
な
長
方
形
□
と
鳥
居
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
て
い
る
が

神
社
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
引
用
後
半
の
権
現
山
・
権
現
社
で
あ
ろ
う
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
「
権
現
社　

村
北
に
あ
り

て
境
内
除
地
な
り
」（
巻
二
三
、
木
本
村
の
項
）と
あ
る
。
検
地
の
行
わ
れ
た
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）当
時
、
権
現
山
で
あ
っ
た
か
否
か

不
詳
で
あ
る
が
、
当
時
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
こ
の
山
の
一
角
に
天
神
社
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る（
（1
（

。
検
地
帳
の
小
字
の
存
在
に

よ
っ
て
、
山
名
を
伝
え
た
伝
承
が
確
実
な
事
実
と
し
て
証
明
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
天
神
社
を
祀
っ
た
里
人
あ
る
い
は
在

地
領
主
は
ど
こ
に
お
り
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
天
神
社
関
係
の
小
字
地
の
す
ぐ
南
に
「
成
福
寺
垣
内
」
が
あ
る
。
こ
の
字
地
の
東
側
に
は
「
仁
王
前
」「
三
道
前
」
と
い
う
小

字
が
あ
る
。
先
の
「
あ
さ
な
書
上
」
に
は
、「
成
福
寺
垣
内
」
に
関
し
て
「
此
内
ニ
昔
浄
（
成
）福

寺
と
申
寺
御
座
候
由
申
伝
へ
候
」
と
か
つ
て

の
存
在
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
「
仁
王
前
」
に
つ
い
て
「
古
二
（
仁
）王
堂
御
座
候
由
申
伝
へ
候
」
と
、「
三
道
前
」
に
つ
い
て
「
此
坪
ノ

内
ニ
古
い
辻
堂
御
座
候
由
申
伝
へ
候
、」
と
伝
え
て
い
る
。
仁
王
堂
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
城
福
寺
関
係
と
理
解
さ
れ
、「
三
道
」
は
「
参

道
」
で
あ
り
、
東
か
ら
参
道
・
仁
王
門
・
成
福
寺
境
内
と
並
ん
で
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う（
（1
（

。
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同
じ
く
「
大
安
寺
垣
内
」
に
関
わ
る
大
安
寺
に
つ
い
て
「
古
大
安
寺
と
申
寺
屋
敷
に
て
御
座
候
由
」
と
伝
え
る
が
、
今
日
の
研
究
で

は
、
初
期
荘
園
で
あ
る
大
和
大
安
寺
領
は
継
続
せ
ず
、
一
一
、
一
二
世
紀
に
あ
ら
た
に
領
域
型
荘
園
と
し
て
の
木
本
荘
の
展
開
が
始
ま

る
の
で
、
こ
れ
は
「
古
大
安
寺
」
で
は
な
く
、
そ
の
い
わ
れ
に
注
目
し
た
後
世
の
寺
院
が
「
大
安
寺
」
を
名
乗
り
、
存
在
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

Ｂ
地
区
に
は
「
松
本
」「
沖
城
」
と
い
う
字
が
あ
る
。「
あ
さ
な
書
上
」
に
は
、
前
者
に
関
し
て
「
此
内
ニ
城
御
座
候
由
申
伝
へ
候
」

と
あ
り（「
沖
城
」
と
の
記
載
違
い
の
可
能
性
は
低
い
）、
と
も
あ
れ
、
何
ら
か
の
軍
事
拠
点
や
関
係
施
設
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
さ

ら
に
「
横
堤
」
は
形
状
か
ら
も
防
御
施
設
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。
こ
の
他
、「
よ
そ
か
い
と
」「
室
か
い
と
」
や
「
塚
屋
」
な
ど
の
小
字
名
か

ら
室（
（1
（

や
塚
屋（
墓
所
）な
ど
の
諸
施
設
や
諸
職
従
事
者
住
居
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
字
名
の
残
存
か
ら
Ｂ
地
区
に
は
在
地
領
主
支
配
関
係
者
や
諸
職
従
事
者
が
存
在
し
、
Ａ
地
区
と
は
異
な
る
世
界
が

展
開
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
時
に
、
近
世
に
な
る
と
そ
れ
ら
居
住
者
の
多
く
が
街
道
沿
い
の
集
落
に
集
中
し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ

が
近
世
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

三
　
耕
地
分
布
の
構
造

（
1
）地
種
別
耕
地
の
分
布

延
享
検
地
帳（
慶
長
6
年
の
記
載
）に
登
録
さ
れ
た
、
木
ノ
本
村
の
田
・
畑
お
よ
び
屋
敷
地
の
分
布
を
示
し
た
の
が
第
4
図
で
あ
る
。

図
中
の
筆
界
は
、
確
定
的
な
場
合
は
実
線
で
示
し
、
断
定
で
き
な
い
場
合
破
線
で
示
し
て
あ
る（
（1
（

。

全
体
と
し
て
み
た
場
合
、（
ⅰ
）山
沿
い
東
西
に
田
地
が
あ
り
、（
ⅱ
）そ
の
南
の
東
西（
集
落
を
含
む
）に
畑
地
が
あ
り
、（
ⅲ
）さ
ら
に

そ
の
南
部
に
は
広
く
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
地
区
に
跨
り
田
地
が
か
な
り
広
く
存
在
す
る
が
、（
ⅳ
）東
部（
前
島
・
広
瀬
、
沖
城
）に
畑
地
が
存
在
す
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る
。（
ⅴ
）さ
ら
に
南
部
に
は
旧
砂
丘

上（
後
に
小
屋
村
の
領
地
）に
開
発
途

上
の
畑
地
が
展
開
す
る
と
い
う
構
造

で
あ
る
。

海
抜
の
高
さ
で
見
る
と
、
山
沿
い

地
の
多
く
は
五
ｍ
以
上
、
淡
島
街
道

両
側
は
三
ｍ
以
上
、
広
大
な
田
地
と

東
部
畑
地
は
二
ｍ
程
度
、
そ
の
南
部

旧
砂
帯
北
側
は
二
ｍ
未
満
の
後
背
湿

地
帯
で
あ
る
。
木
ノ
本
村
の
土
地
利

用
状
況
は
こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
に

規
定
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
山
沿
い

の
田
地
は
わ
き
水
・
清
水
と
そ
れ
の

引
水
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

中
央
部
の
田
地
畑
地
の
分
布
は
水
利

潅
漑
施
設
の
存
否
が
条
件
と
な
る
で

あ
ろ
う
。な
お
、Ａ
〜
Ｄ
の
地
区
区
分

の
境
界
が
ク
ロ
ス
す
る
地
点
に
は「
辻

堂
」「
辻
道
」
と
い
う
小
字
が
あ
る
。

明治7年（1874）「第三大区三小区木ノ本村榎原村古屋村耕地図面（複写）」（紀 825）を基図とし、耕地区画に
より、地種を区別して作成。

第4図　近世木ノ本村の田畑区分図
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（
2
）耕
地
の
形
成
過
程

先
に
五
地
区
ご
と
の
田
畑
の
面
積
を
確
認
し
、
い
ず
れ
も
二
対
一
で
あ
っ
た
が（
第
1
表
）、
地
区
ご
と
の
状
況
を
み
て
お
き
た
い
。

Ａ
地
区
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
集
落
を
中
心
と
す
る
畑
地
と
田
地
の
結
合
が
見
ら
れ
た
。
田
地
は
、
大
谷
筋
の
「
山
田
」、
山

裾
近
く
の
「
北
山
田
」（
ほ
と
ん
ど
が
上
々
田
）と
Ａ
地
区
南
部
に
広
く
展
開
し
て
い
た
。「
山
田
」
の
潅
漑
は
谷
筋
の
湧
き
水
で
あ
ろ
う

が
、「
北
山
田
」
お
よ
び
Ａ
地
区
南
部
の
水
田
の
潅
漑
用
水
は
ど
こ
か
ら
供
給
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
山
田
」
の
水
田
開
発
は
そ
の

地
に
池
造
成
の
可
能
性
を
推
測
さ
せ
、
少
な
く
と
も
宮
ノ
前
田
地
の
潅
漑
を
担
っ
た
で
あ
ろ
う（
（1
（

。
ま
た
「
北
山
田
」
の
南
側（
鍛
冶
垣
内

の
内
）に
「
堀
端
」
と
い
う
小
字
が
存
在
し
、
堀
＝
用
水
溝
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る（
後
に
別
所
か
ら
流
れ
る
「
堀
端
川
」
と
よ
ば

れ
る（
11
（

）。
こ
の
用
水
は
「
苗
代
」
を
経
由
し
て
Ａ
地
区
南
部
西
部
へ
の
用
水
供
給
と
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
苗
代
」
は
八

幡
社
の
鳥
居
脇
に
あ
り
、
さ
ら
に
検
校
屋
敷
に
近
く
、
木
本
荘
の
苗
供
給
の
枢
要
地
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
田
地
が
拡
が
る
が
、
集
落
の
北
側
に
拡
が
る
「
鍛
冶
垣
内
」
に
つ
い
て
は
「
匠
塚
」
の
存
在
が
伝
承
さ
れ
て
お
り（
1（
（

、
か

つ
て
鉄
製
道
具
職
人
の
居
住
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
南
西
端（
西
ノ
庄
村
と
の
境
）に
あ
る
「
つ（佃
）く
田
」
は
微
高
地
の（
海
抜
二
ｍ

余
）畑
地
で
あ
る
。「
岩
目
」
辺
り
の
水
田
の
開
発
は
進
ん
だ
が
、
用
水
の
限
界
が
あ
り
、「
つ
く
田
」
は
水
田
に
適
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

続
い
て
南
に
接
続
す
る
Ｃ
地
区
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
、「
高
田
」
の
一
部
は
Ａ
地
区
「
つ
く
田
」
に
続
く
微
高
地
に
あ
り
、

畑
地
で
あ
る
。「
牛
飼
免
」
は
こ
の
頃
は
全
て
田
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
牛
飼
人
に
支
給
さ
れ
た
免
田
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

「
金
善
堀
」
の
海
抜
は
一
ｍ
以
下
の
低
湿
地
で
、
後
に
「
今
善
堀
」「
コ
ン
ジ
ョ
ウ
ホ
リ
」
等
と
呼
ば
れ
る
が
、
元
は
「
金
善
」
と
い

う
人
物
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
人
物
が
小
字
「
金
善
堀
」
の
一
部
に
、
低
地
条
件
を
利
用
し
て
用
水
確
保
、
排
水
収
容

の
た
め
、
あ
る
時
期
に
池
が
掘
ら
れ
た
と
の
想
定
は
想
像
が
逞
し
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か（
後
に
は
「
今
善
堀
川
」
と
し
て
整
備
さ
れ
る（
11
（

）。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
用
水
源
・
排
水
池
確
保
に
よ
り
、
南
部
一
帯
の
田
地
化
が
前
進
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｃ
地
区
南
部
の
「
畑
尻
」
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は
文
字
通
り
畑
地
の
端
っ
こ
で
あ
っ
た
が
、「
西
小
松
」
を
含
め
、
一
七
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
全
て
田
地
と
な
っ
て
い
る（
11
（

。「
高
田
」

の
水
田
化
も
進
ん
だ
。

Ｃ
地
区
南
部
の
西
半
分
に
は
「
西
小
松
」「
松
ノ
和
田
」
と
い
う
小
字
が
あ
り
、
松
が
群
生
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
松
の
群
生
は
Ｅ

地
区
「
小
屋
ひ
ら
き
」
と
の
間
の
帯
状
地
帯（
砂
帯
海
背
面
、
お
そ
ら
く
松
林
）に
続
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
南
部
東
半
分
に
は
「
蓮
池
」

「
う（
渦
洲
）

る
す
」
と
い
う
池
や
湿
地
を
示
す
小
字
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
水
田
で
あ
る
。
湿
田
で
あ
ろ
う
が
、
用
益
可
能
な
田
地
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
田
地
化
が
い
つ
頃
の
変
化
か
不
詳
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
南
部
沖
地
の
「
小
屋
ひ
ら
き
」
の
状
況
か
ら
近
世
直
前
で
は

な
く
さ
ら
に
遡
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

次
に
Ｂ
地
区
は
で
は
山
中
「
安
楽
谷
」
か
ら
始
ま
り
、「
岩
口
」
か
ら
古
墳
地
ま
で
、「
天
神
ノ
前
」
を
含
み
東
西
帯
状
に
田
地
が
続

く
が
、
こ
の
用
水
源
は
天
神
谷
と
安
楽
谷
の
湧
き
水
で
あ
り
、
小
池
の
存
在
も
想
定
さ
れ
、
こ
れ
を
用
水
源
と
す
る
用
水
路
設
置
が
想

定
さ
れ
る
。「
森
塚
」
の
北
側
に
「
清
水
」
と
い
う
小
字
が
あ
り
、
山
間
湧
き
水
の
集
約
水
や
伏
流
水
も
想
定
さ
れ
る
。
近
く
に
は
小
字

「
谷
河
橋
」「
川
は（端
）た

」
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
谷
河
が
流
れ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
両
者
は
同
一
の
用
水
の
可
能
性
も
あ
る
。
後
に
は
別

所
か
ら
流
れ
る
用
水
の
「
北
川
堤
」
が
存
在
す
る（
11
（

。

「
天
神
ノ
前
」
は
ほ
と
ん
ど
が
上
田
で
あ
る
が
、
二
〇
筆
中
一
二
筆
は
す
ぐ
近
く
に
居
住
す
る
「
か
わ
た
」
身
分
七
人
が
耕
作
し
て

い
る
。
山
間
谷
筋
の
「
安
楽
谷
」
三
筆
、「
安
楽
谷
山
ノ
口
」
三
筆
も
「
か
わ
た
」
身
分
三
人
が
耕
作
し
て
い
る
。「
か
わ
た
」
身
分
称

は
近
世
初
期
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
中
世
期
の
呼
称
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
居
住
集
団
は
天
神
社
の
前
地
の
耕
作
権
を
持
ち
、
二
反

の
居
住
地
が
あ
り
、
谷
筋
の
田
地
開
発
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
神
社
へ
の
奉
仕
集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る（
11
（

。

「
岩
口
」
の
小
字
名
は
同
地
の
北
方
に
あ
る
「
岩
の
谷（
11
（

」
と
付
合
す
る
が
、
そ
の
他
に
谷
筋
か
ら
の
自
然
用
水
に
よ
り
古
く
か
ら
の

水
田
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
部
に
は
「
苗
代
」
田
が
あ
り
、
こ
の
地
を
管
理
し
、
用
益
す
る
勢
力
が
天
神
社
を
祀
っ
た
と
理

解
さ
れ
る
。（
Ａ
地
区
も
同
じ
で
あ
る
が
）Ｂ
地
区
で
は
、
初
源
的
に
は
山
間
部
の
湧
き
水
に
依
拠
し
た
水
田
開
発
を
担
っ
た
人
々
が
当
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地
の
社
会
勢
力
と
し
て
存
在
し
た
。

Ｄ
地
区
で
は
、
多
く
の
土
地
は
榎
原
村
の
土
地
と
な
っ
て
お
り
、
木
ノ
本
村
の
土
地
は
一
部
に
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、「
西
蟹
田
」
な

ど
比
較
的
多
く
の
土
地
が
木
本
村
の
ま
ま
で
あ
る
南
半
分
か
ら
先
に
見
て
ゆ
こ
う（
11
（

。

南
半
分
の
内
「
西
蟹
田
」「
大
こ（菰
）も
」「
樋
口
」
は
ほ
と
ん
ど
が
田
地
で
あ
る
。「
樋
口
」
と
い
う
小
字
は
村
領
南
東
部
に
あ
る
が
、
延

享
検
地
帳
に
は
「
梅
ノ
木
」「
西
小
松
」「
半
田
」「
大
橋
」「
西
蟹
田
」「
う
る
す
」「
東
な
か
ミ
田
」「
大
こ
も
」
に
「
堀
成
荒
」
と
い
う

高
引
き
注
記
が
あ
り
、
一
七
世
紀
末
ま
で
に
堀
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
第
3
図
で
は
明
治
七
年
段
階
の
用
水
路
「
新
堀
川
」

が
「
松
ノ
和
田
」「
西
蟹
田
」
区
画
の
上
縁
部
を
道
沿
い
に
東
西
に
走
っ
て
い
る（
11
（

。
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
初
め
す
で
に
最
南
部
の
潅

漑
・
排
水
の
整
備
が
着
手
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
同
地
の
田
地
化
の
条
件
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
辺
り
は
湿
田
地
で
あ

る
か
ら
、
排
水
機
能
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
後
の
整
備
課
題
で
も
あ
っ
た
。

Ｄ
地
区
北
半
分（
ほ
と
ん
ど
が
後
に
榎
原
村
領
と
な
る
）に
つ
い
て
は
、
短
冊
状
の
土
地
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
推
測
す
れ
ば
、
安
養
寺

を
含
む
「
榎
原
田
」「
し（塩
）を
田
」
は
畑
地
の
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
字
名
自
身
が
「
榎
原
田
」
と
な
っ
て
お
り
、
宝
永
四
年（
一
七

〇
七
）の
「
紀
州
泉
州
入
会
山
争
論
絵
図（
11
（

」
裏
書
に
は
「
新
田
村
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
世
紀
初
期
に
は
す
で
に
田
地
化
し
て
い
た

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
が
、
結
論
は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
小
字
「
広
瀬
」
は
用
水
体
系
が
異
な
っ
て
お
り
田
畑
が
入
り
混
じ

っ
て
い
る
。

（
3
）耕
地
開
発
の
南
進

図
Ｅ
地
区
に
示
し
た
耕
地
片
は
「
小
屋
ひ
ら
き
」
と
い
う
字
が
付
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
前
半
に
分
村
さ
れ
る
「
小
屋

村
」（
後
に
古
屋
村
）の
村
領
と
な
る
土
地
空
間
が
、
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）段
階
で
は
畑
地
と
し
て
開
発
し
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。「
小
屋
ひ
ら
き
」
と
あ
る
耕
地
片
は
七
筆
で
、
全
て
下
々
畑
、
合
計
二
反
一
畝
一
一
歩
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
こ
れ
以
外
に
耕

 19 

近世初期、沖積低地村落の景観と耕地拡大



地
登
録
は
な
い
。「
小
屋
ひ
ら
き
」
は
相
互
に
離
れ
て
点
在
し
、
木
ノ
本
村
に
属
す
る
土
地
は
海
浜
部
空
間
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
一
七

世
紀
初
め
、
慶
長
検
地
時
の
土
地
所
持
者
は
七
筆
と
も
東
に
位
置
す
る
松
江
村
の
村
民
の
入
作
で
あ
る
。
か
な
り
広
い
海
浜
部
の
開
発

は
松
江
村
村
民
の
手
で
着
手
さ
れ
始
め
た
段
階
と
言
え
よ
う
。
こ
の
絵
図
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
Ｄ
地
区
南（
図
下
部
）、
Ｅ
地
区
東
は

同
様
な
地
形
環
境
の
松
江
村
村
領
で
あ
る
。
同
村
領
に
お
い
て
も
海
浜
部
へ
の
開
発
が
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
の
流
れ
が
西
へ
押

し
寄
せ
て
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
Ｅ
地
区
が
木
ノ
本
村
領
で
あ
っ
た
の
は
同
村
の
地
先
海
浜
に
位
置
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
さ
ら
に
南
側
に
は
、
一
九
世
紀
段
階
で
は
松
林
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
自
然
生
育
と
と
も
に
畑
地
開
発
後
に
開

発
地
保
護
の
た
め
松
林
の
植
林
等
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
海
岸
景
観
を
形
成
し
て
い
る（
11
（

。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
検
地
帳
と
明
治
初
期
絵
図
の
地
番
情
報
か
ら
小
字
の
復
元
、
土
地
構
成
の
把
握
を
通
じ
て
木
本
村
の
村
落
景
観
を
分
析
し
、

地
域
の
歴
史
的
経
験
を
再
現
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
分
析
の
結
果
、
次
の
諸
点
が
解
明
さ
れ
た
。

1 

、
八
幡
社
の
麓
、
淡
島
街
道
沿
い
に
一
見
街
村
集
落
が
形
成
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
都
市
的
な
集
住
で
は
な
く
、
街
道
に
面
し
、

三
つ
の
屋
敷
群
が
西
か
ら
東
へ
ほ
ぼ
接
続
す
る
形
で
定
着
し
、
さ
ら
に
膨
脹
し
た
集
落
で
あ
る
。「
検
校
分
屋
敷
」
な
ど
荘
園
制
支
配

の
残
滓
を
含
み
な
が
ら
、
近
世
以
前
に
集
落
と
田
畑
、
鎮
守
社
、
寺
院
を
含
む
村
落
世
界
を
形
成
し
た
。

2 

、
村
の
領
域
東
部
に
は
、
か
つ
て
天
神
社
と
成
福
寺
・
大
安
寺
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
さ
さ
え
、
田
畑
を
開
発
し
、
諸
社
会
的
分
業

を
に
な
う
垣
内
集
団
が
存
在
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
住
民
は
西
部
の
街
道
沿
い
に
移
住
し
、
惣
村
に
吸
収
さ
れ
た
と
見

ら
れ
る
。
寺
院
に
つ
い
て
も
同
様
な
動
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
「
か
わ
た
」
身
分
に
繫
が
る
集
団
だ

け
が
そ
の
地
に
継
続
し
て
居
住
し
、
村
領
東
部
の
耕
作
を
担
っ
た
。
ま
た
東
部
に
存
在
し
た
谷
川
村
は
消
滅
し
た
。
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3 
、
山
沿
い
地
の
水
田
耕
作
は（
荘
園
制
が
展
開
す
る
）か
な
り
古
い
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
一
定
の
水
利
施
設
、
排
水
施
設
を
構
築
し
、

中
央
部
南
部
の
湿
地
に
も
水
田
化
が
拡
が
っ
た
。
屋
敷
地
廻
り
の
や
や
微
高
地
で
は
畑
地
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な

開
発
は
中
世
を
通
じ
て
展
開
し
、
近
世
初
頭
期
に
は
南
部
砂
丘
帯
ま
で
の
村
領
空
間
を
ほ
ぼ
覆
い
尽
く
し
た
。

4 

、
戦
国
期
に
は
、
砂
丘
帯
の
畑
地
開
発
が
射
程
に
入
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
字
の
分
析
か
ら
木
ノ
本
村
の
歴
史
的
経
過
や
近
世
初
頭
期
の
現
状
を
あ
る
程
度
描
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は

こ
れ
ら
の
知
見
を
前
提
と
し
て
、
近
世
を
通
じ
て
の
村
落
社
会
の
展
開
、
近
代
社
会
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

注（
1
）日
下
雅
義
「
紀
伊
湊
と
吹
上
浜
」（
安
藤
精
一
編
『
和
歌
山
の
研
究
1
地
質
・
考
古
学
篇
』
所
収
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）。

（
2
）矢
田
俊
文
「
明
応
七
年
紀
州
に
お
け
る
地
震
津
波
と
和
田
浦
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
二
一
、
一
九
九
一
年
）に
よ
っ
て
明
応
七
年（
一
四
九
八
）の
地
震

に
よ
っ
て
紀
ノ
川
の
本
流
は
砂
帯
を
破
っ
て
直
線
的
に
西
海
に
注
ぎ
込
む
流
路
と
な
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
前
掲
注（
1
）日
下
論
文
お
よ
び
、
そ
の

後
執
筆
さ
れ
た
和
歌
山
市
役
所
『
和
歌
山
市
史　

第
一
巻
』（
一
九
九
一
年
）の
同
氏
執
筆
部
分（
六
六
頁
）で
は
未
だ
流
路
変
更
年
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

流
路
変
更
は
木
ノ
本
地
区
の
後
背
湿
地
状
況
を
す
ぐ
に
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
長
期
の
排
水
に
は
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
3
）前
掲
注（
2
）編
纂
書
六
四
一
〜
四
二
頁
、
七
五
〇
頁（
小
山
靖
憲
執
筆
）

（
4
）中
野
栄
治
『
紀
伊
国
の
条
里
制
』（
古
今
書
院
、
一
九
八
九
年
）一
七
八
頁
。
第
五
章
第
三
節
「
海
部
郡
土
入
川
流
域
の
開
発
」
参
照
。

（
5
）慶
長
一
八
年（
一
六
一
三
） 「
紀
伊
州
検
地
高
目
録
写
」、（
和
歌
山
県
『
和
歌
山
県
史　

近
世
史
料
三
』 

一
四
頁
）。

（
6
）高
橋
進
『
紀
伊
国
海
士
郡
木
本
村
の
記
録
』（
自
家
出
版
、
一
九
六
一
年
）、
同
氏
「
紀
泉
入
会
山
に
関
す
る
裁
判
記
録
」（『
和
歌
山
市
史
編
纂
史
料　

史
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料
叢
書
⑶
』
和
歌
山
市
役
所
、
一
九
七
二
年
）、
広
本
満
「
維
新
期
に
お
け
る
近
郊
農
村
の
階
層
構
成
―
和
歌
山
近
郊
木
本
村
東
組
の
場
合
―
」（『
和
歌
山

史
学
』
創
刊
号
、
一
九
六
三
年
）、
同
氏
「
維
新
期
に
お
け
る
農
業
生
産
と
地
主
制
の
展
開
⑴ 

⑵
」（『
和
歌
山
史
学
』
第
一
一
号
・
第
一
二
号
、
一
九
六
九

年
・
七
〇
年
）、
垣
内
篤
麿
「
壬
申
戸
籍
か
ら
み
た
木
ノ
本
の
人
口
構
成
」（『
和
歌
山
史
学
』
第
二
号
、
一
九
六
四
年
）。

（
7
）木
村
礎
「
な
ぜ
村
落
景
観
を
―
研
究
の
意
義
と
方
法
―
」（『
村
落
景
観
の
史
的
研
究
』
所
収
、
一
九
八
八
年
）、
同
「
景
観
復
原
の
方
法
」（『
明
治
大
学
人

文
科
学
研
究
所
紀
要
』
別
冊
九
、
一
九
八
九
年
、
後
『
村
の
世
界　

村
の
景
観
―
木
村
礎
著
作
集
Ⅶ
』
に
収
録
、
一
九
九
六
年
）を
参
照
。

（
8
）国
土
地
理
院
防
災
地
理
課
『
治
水
地
形
分
類
図　

解
説
書
』（
二
〇
一
五
年
）。
一
七
世
紀
初
頭
期
に
は
、
荘
園
開
発
期
以
来
、
耕
地
拡
大
・
安
定
化
が
一

定
の
段
階
に
到
達
し
て
お
り
、
近
世
後
期
に
は
平
野
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
今
一
度
小
地
域
ご
と
に
特
徴
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
9
）和
歌
山
県
立
文
書
館
『
海
士
郡
木
本
村
高
橋
家
文
書
目
録
』（
一
九
九
九
年
）が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
紀
州
研
で
は
仮
目
録
を
作
成
し
、
高
橋
家
か
ら

寄
贈
を
受
け
た
。
同
研
究
所
で
は
二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
特
別
展
「
助
左
衞
門
家
五
代
記
―
高
橋
家
と
木
ノ
本
村
―
」
を
開
催
し
て
い
る
。
目
録
は
筆
者

が
作
成
し
、
展
示
に
も
関
わ
っ
た
。
仮
目
録
は
今
年
度
中
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
10
）文
書
館
に
保
管
さ
れ
た
高
橋
家
文
書
の
一
群
は
、
文
書
館
が
高
橋
家
か
ら
運
び
出
す
一
九
九
三
年
以
前
、
市
史
編
纂
事
業
に
関
わ
り
、
同
編
纂
室
に
仮
置

き
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
文
書
群
を
一
九
八
〇
年
頃
、
筆
者
は
学
生
指
導（
日
本
史
史
料
演
習
）の
目
的
で
、
同
室
に
出
向
き
目
録
化
を
行
っ
た
。
縦
書
き
手

書
き
の
目
録
を
今
も
保
持
し
て
い
る
。
該
当
史
料
に
つ
い
て
は
「
延
享
元
年
か
」
と
記
録
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
一
点
ご
と
に
古
文
書
情
報
を
書
き
込
ん

だ
カ
ー
ド
を
添
え
置
い
た（
文
書
に
挟
み
込
ん
だ
）。
撤
去
し
な
い
ま
ま
過
ご
し
た
が
、
そ
の
後
、
文
書
群
は
高
橋
家
に
返
却
さ
れ
、
そ
れ
が
文
書
館
へ
移

管
さ
れ
た
。『
高
橋
家
文
書
目
録
』
の
解
説
に
は
「
編
纂
作
業
の
た
め
の
史
料
の
貸
出
・
整
理
作
業
が
行
わ
れ
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
整
理
カ
ー
ド
」
と

あ
る
が
、
筆
者
と
当
時
の
学
生
の
仕
業
で
あ
る
。
四
〇
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
。

（
11
）元
禄
検
地
帳
写
し
作
成
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
和
歌
山
市
役
所
『
和
歌
山
市
史　

第
二
巻
』（
一
九
八
九
年
刊
）第
三
章
一
節
、
か
つ
ら
ぎ
町
役
場
『
か
つ

ら
ぎ
町
史　

通
史
編
』（
二
〇
〇
六
年
）五
一
〇
頁
・
六
八
三
頁（
い
ず
れ
も
筆
者
執
筆
）に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）二
〇
二
二
年
現
在
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
仮
保
管
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
山
市
史
編
纂
時
に
高
橋
進
氏
が
預
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（
13
）前
出
「
検
校
分
屋
敷
」
は
七
畝
六
歩（
二
番
目
の
大
き
さ
）で
、
こ
の
方
形
地
は
東
の
方
形
が
五
畝
一
八
歩
、
逆
Ｌ
字
形
地
が
三
畝
二
一
歩
、
合
計
九
畝
九

歩
。
こ
の
二
筆
が
元
一
筆
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
最
大
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
中
世
の
あ
る
時
期
に
は
荘
民
の
有
力
者
の
屋
敷
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
14
）古
く
熊
野
権
現
社
の
勧
請
の
可
能
性
が
あ
る
。
退
転
し
た
天
神
社
と
権
現
社
が
併
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
天
神

社
は
現
在
木
ノ
本
八
幡
宮
の
境
内
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
合
祀
さ
れ
た
か
は
不
詳
。

（
15
）北
側
の
「
森
塚
」
に
つ
い
て
は
「
此
坪
内
ニ
丸
山
御
座
候
を
森
塚
と
往
古
ゟ
申
伝
へ
候
」
と
あ
り
、
小
字
「
清
水
」
に
つ
い
て
「
是
ハ
釈
迦
塚
と
申
山
御

座
候
、
古
釈
迦
堂
御
座
候
由
申
伝
へ
候
」
と
あ
る
。「
金
山
」（
釡
山
）を
含
め
こ
れ
ら
が
木
本
三
古
墳
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
ち
な
み
に
、
天
神

社
・
成
福
寺
に
つ
い
て
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
16
）鎌
倉
期
湯
浅
党
構
成
員
木
本
氏
が
存
在
し
た
が（『
和
歌
山
市
史　

第
一
巻
』
七
五
一
頁
）、
こ
れ
と
繫
が
る
勢
力
が
居
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
17
） 「
室
」
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
三
浦
圭
一
『
日
本
中
世
賤
民
史
の
研
究
』（
一
九
九
〇
年
、
部
落
問
題
研
究
所
）の
第
二
部
第
四
章
「
一
六
世
紀
に
お

け
る
地
域
の
分
業
流
通
の
構
造
」
参
照
。

（
18
）明
治
七
年
段
階
の
土
地
の
筆
界
は
近
世
初
期
の
複
数
筆
が
合
筆
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
明
治
七
年
絵
図
に
記
さ
れ
た
一
筆
の
区
画
の
ど
こ
が
近
世
初

期
複
数
筆
の
筆
界
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
明
治
七
年
絵
図
で
筆
界
が
確
定
出
来
る
場
合
は
実
線
で
示
し
た
が
、
屋
敷
地
と

畑
地
が
入
り
交
じ
る
場
合
は
道
路
側
を
屋
敷
地
と
し
、
奥
側
を
畑
地
と
し
、
境
界
を
破
線
で
示
し
た
。
複
数
の
屋
敷
地
が
合
筆
さ
れ
て
い
る
場
合
も
境
界

が
確
定
出
来
な
い
の
で
同
様
に
破
線
と
し
た
。

（
19
）八
幡
社
の
勧
請
と
木
本
荘
水
田
開
発
の
歴
史
の
根
源
地
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
20
）前
掲（
6
）高
橋
進
著
書
挿
入
付
図
。

（
21
） 「
あ
さ
な
書
上
」
に
「
此
坪
ノ
内
ニ
匠
塚
と
申
山
御
座
候
」
と
あ
る
。

（
22
）前
掲（
6
）高
橋
著
書
挿
入
付
図
。

（
23
）砂
洲
の
後
背
湿
地
で
あ
り
、
排
水
が
悪
く
下
々
田
で
あ
っ
た
。
多
く
の
水
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
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（
24
）前
掲（
6
）高
橋
著
書
挿
入
付
図
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）延
享
検
地
帳
で
は
同
一
名
が
「
か
わ
た
」
と
も
「
か
い
と
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
ハ
」
は
「
わ
」
音
で
あ
り
、「
い
」
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
。
変
体
仮

名
の
「
た
」（「
多
」
の
く
ず
し
字
）と
「
と
」
は
酷
似
し
て
い
る
の
で
、
誤
写
が
生
じ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
か
わ
た
」
身
分
の
家
数
は
二
一

軒
で
、「
う
す
わ
」「
前
島
」「
広
瀬
」「
蟹
田
」
な
ど
五
町
一
反
歩
の
田
畑
を
広
範
囲
に
所
持
し
た
。
全
て
Ｂ
Ｄ
地
区（
東
部
）で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
高
橋
進
氏
整
理
に
よ
る
一
四
軒（
注（
6
）高
橋
著
書
一
一
頁
）は
間
違
い
で
あ
る
。

（
26
）前
掲（
6
）高
橋
著
書
挿
入
付
図
。

（
27
）延
享
検
地
帳
の
名
請
人
に
「
榎
原
」
の
肩
書
き
を
持
つ
者
は
い
な
い
。
そ
れ
は
榎
原
住
民
が
所
持
す
る
土
地
は
全
て
一
七
世
紀
初
期
の
分
村
で
榎
原
村
に

移
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。「
西
蟹
田
」
等
の
土
地
は
、
榎
原
村
民
以
外
松
江
村
村
民
と
木
ノ
本
村
村
民
も
所
持
し
て
い
た
。

（
28
）こ
の
水
路
の
み
図
中
示
し
た
。
こ
の
図
で
は
水
路
表
示
は
難
し
い
の
で
明
記
し
て
い
な
い
が
、
図
中
の
曲
線
は
道
を
示
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
道
沿
い

の
水
路
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、こ
れ
ら
が
近
世
初
期
か
ら
存
在
し
た
か
否
か
は
自
明
で
は
な
い
。
近
世
初
期
に
は
一
部
の
水
路
の
み
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）和
歌
山
県
立
博
物
館
所
蔵
。

（
30
）同
じ
よ
う
な
地
形
環
境
に
あ
る
海
部
郡
の
西
浜
村
で
は
一
七
世
紀
中
頃
に
松
が
大
規
模
に
植
林
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
江
戸
期
、
城
下
町
近
郊
海
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